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・支払基金に要望書提出 （１面）
・被災者アンケートに寄せられた声
  （１面）
・参議員選挙候補者アンケート
  （２面）
・個人情報保護法改正 （３面）
・社保だより （４面）
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り

■　税務調査、個別指導、保健所の立入検査の連絡があった際は、お早めに協会にご相談ください。（TEL019-651-7341）
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医
師
と
患
者
さ
ん
と
の
関
係
作

り
は
、
受
診
と
言
う
形
で
繰
り
返

さ
れ
て
ゆ
き
、
や
が
て
か
け
が
え

の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
。
特

に
生
活
習
慣
病
診
療
で
は
長
年
の

関
係
。
外
交
も
同
じ
よ
う
な
こ
と

な
の
で
は
と
思
わ
れ
る
▼
な
か
に

は
、
ど
う
努
力
し
て
も
上
手
く
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
け
な
い
患
者

さ
ん
も
い
る
。
相
性
が
悪
い
人
、
精

神
に
変
調
を
来
し
て
い
る
人
。
後

者
で
あ
れ
ば
治
療
す
る
か
、
人
に

危
害
を
加
え
な
い
程
度
で
あ
れ
ば

見
守
る
。
そ
の
人
が
権
力
者
で
あ

り
、
世
界
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
人
な
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
法
の
力

を
借
り
て
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
現
在
そ
の
人
を
止
め
う

る
法
は
な
い
と
い
う
。
今
後
の
仕

組
み
作
り
が
必
要
だ
▼
私
た
ち
は
、

医
療
問
題
が
起
き
た
と
き
は
必
ず

報
告
を
し
て
仕
組
み
作
り
を
し
て

い
る
。
患
者
さ
ん
・
医
療
者
を
守

る
た
め
、
２
度
と
同
じ
間
違
い
を

し
な
い
よ
う
に
▼
今
の
ロ
シ
ア
を

み
て
い
る
と
、
第
２
次
世
界
大
戦

時
の
日
本
と
同
じ
。
世
界
の
忠
告

に
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
通
信
網

が
発
達
し
た
現
在
で
さ
え
、
国
の

垂
れ
流
す
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
信
じ

て
し
ま
う
。
そ
れ
は
時
代
が
進
ん

で
も
成
長
す
る
こ
と
の
な
い
人
間

の
性さ
が
か
▼
戦
争
で
日
本
の
払
っ
た

代
償
は
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
分

大
切
な
日
本
国
憲
法
を
手
に
入
れ

た
。
ロ
シ
ア
も
こ
の
愚
か
な
戦
争

後
、
平
和
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
愚
か
な
国

が
大
き
な
犠
牲
の
代
償
に
し
か
手

に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

大
切
な
平
和
憲
法
。
世
界
に
広
が
っ

て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
（
加
藤
）

　
当
協
会
は
支
払
基
金
岩
手

支
部
に
対
し
て
２
月
24
日
、

「
レ
セ
プ
ト
の
復
活
に
関
す

る
要
望
書
」
を
送
付
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
会
員
医
療
機
関

か
ら
の
相
談
を
受
け
て
の
も

の
で
改
善
が
必
要
と
判
断
し

送
付
し
ま
し
た
。

　
現
状
で
は
、
医
療
機
関
が

正
し
い
レ
セ
プ
ト
を
提
出
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
支

払
基
金
が
審
査
ミ
ス
を
し
て

返
戻
や
査
定
が
行
わ
れ
た
場

合
、
支
払
基
金
は
す
ぐ
に
復

活
の
手
続
き
を
行
わ
ず
、
医

療
機
関
に
再
審
査
請
求
書
を

提
出
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
と
し
て
は
二

度
手
間
と
な
り
、
本
来
必
要

の
な
い
作
業
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

再
審
査
請
求
か
ら
振
り
込
ま

れ
る
ま
で
早
く
て
も
５
ヵ
月

か
か
り
ま
す
。
要
望
書
は
医

療
機
関
に
再
審
査
請
求
さ
せ

る
の
で
は
な
く
支
払
基
金
と

保
険
者
側
で
調
整
し
て
速
や

か
に
復
活
す
る
よ
う
求
め
て

い
ま
す
が
、
支
払
基
金
の
担

当
者
か
ら
は
口
頭
で
「
現
時

点
で
は
難
し
い
」
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し「
難

し
い
」
と
す
る
理
由
が
口
頭

で
は
分
か
り
に
く
か
っ
た
た

め
文
書
で
の
回
答
を
求
め
て

い
ま
す
。
支
払
基
金
は
６
月

中
に
は
文
書
回
答
し
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
要
望
書
の
全
文
は
次
の
通

り
で
す
。

支
払
基
金
に

　
　
要
望
書
を
提
出

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

で
国
保
・
後
期
高
齢
者
の
非

課
税
世
帯
の
方
の
医
療
費
免

除
が
昨
年
12
月
で
打
ち
切
り

と
な
り
ま
し
た
。
当
会
で
は
、

免
除
打
ち
切
り
後
、
必
要
な

受
診
が
で
き
て
い
る
か
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

（
６
月
20
日
締
切
）。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
免
除
終

了
後
、
病
院
に
か
か
れ
な
い

と
い
う
声
が
多
数
あ
る
一

方
、
こ
れ
ま
で
の
免
除
に
感

謝
す
る
声
や
、
自
立
を
求
め

る
声
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
声
を
一
部
ご

紹
介
し
ま
す
。

通
院
や
め
た 

―

・
車
（
免
許
）
も
な
く
な
り
、

タ
ク
シ
ー
代
と
窓
口
負
担
で

交
通
費
と
窓
口
負
担
で
通
院
を
諦
め

悪
化
ぎ
り
ぎ
り
で
受
診

通
院
で
き
な
く
な
っ
た
所
も

あ
る

・
免
除
が
切
れ
て
医
療
費
の

支
払
い
に
困
っ
て
い
ま
す

・
通
院
し
た
い
が
お
金
が
な

い
。
月
10
万
円
の
給
料
で
は

生
活
が
難
し
い
。
保
険
も
か

け
れ
な
い
。
入
院
す
る
と

な
っ
た
ら
死
ぬ
し
か
な
い

・
年
金
６
万
で
２
ヵ
月
生
活

は
無
理
が
有
り
。
病
院
代
金

支
払
出
来
ま
せ
ん
。
生
活
保

護
に
踏
み
切
り
ま
し
た

・
医
療
費
が
高
く
、
悪
化
す

る
ぎ
り
ぎ
り
で
病
院
に
行
く

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す

も
う
一
度
免
除
を 

―

・
や
は
り
免
除
が
な
い
だ
け

で
負
担
が
す
ご
い
で
す
。
免

除
を
打
ち
切
ら
な
い
で
欲
し

か
っ
た

・
医
療
費
負
担
の
免
除
が
終

わ
っ
て
し
ま
い
、
医
療
費

（
薬
）
が
高
く
、
今
後
が
心

配
で
す
。
ま
た
、
免
除
制
度

は
行
わ
な
い
ん
で
す
か
？
再

度
、
医
療
費
免
除
制
度
に
な

る
よ
う
に
希
望
し
ま
す

せ
め
て
負
担
を
少
な
く 

―

・
災
害
公
営
住
宅
に
住
ん
で

い
ま
す
が
家
賃
が
高
い
し
、

医
療
費
、
薬
代
も
高
い
で
す
。

窓
口
負
担
を
少
な
く
し
て
も

ら
い
た
い
で
す

・
年
と
と
も
に
病
院
の
回
数

が
増
え
大
変
で
す
。
税
金
が

安
く
な
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

医
療
費
も
２
割
だ
っ
た
ら
も

う
少
し
ゆ
と
り
が
で
き
る
の

被
災
者
ア
ン
ケ
ー
ト

社会保険診療報酬支払基金岩手支部
支部長　小 関 秀 典　様

2022年2月24日
岩手県保険医協会
　会長　南 部 淑 文

レセプトの復活に関する要望書

拝啓　医療保険制度の円滑な運営のため、日々ご活躍されておられますことに敬
意を表します。
　当協会は県内の医師及び歯科医師で構成する団体です。
　さて、医療機関が貴職へ提出したレセプトについて請求内容に誤りがある場合、
医療機関は減点されますが、医療機関ではその減点内容に納得できない場合は復
活を求め貴職に対し再審査請求を行います。貴職では再審査請求書を審査し、「原
審通り」あるいは「復活」の判断をされることになります。
　しかし、明らかに審査におけるミスで医療機関が減点された場合であったとし
ても、貴職は医療機関に対して再審査請求書を提出するよう求めることがあるよ
うです。その理由について貴職の担当者は「基金側のミスであろうとなかろうと、
レセプトが保険者に渡った後は、保険者から取り寄せられないので、医療機関に
再請求してもらう他ない」との趣旨の回答をされました。
　しかし、上記の通り、医療機関が審査結果及びその理由に納得できない際に再
審査請求を行うことは理解できますが、医療機関が正しく請求しているにもかか
わらず貴職のミスにより本来支払われるべき診療報酬が支払われないことについ
て、医療機関側に再審査請求書の提出を求めることは理解しがたいものでありま
す。保険者に渡ったレセプトは取り戻せないとの理屈も理解に苦しみます。保険
者とのレセプトの調整はそれほど難しいことなのでしょうか。
　レセプト請求事務は煩雑化しており医療機関は疲弊しています。そうした中、
更なる負担とならないためにも、下記の件について早急に改善頂きますよう宜し
くお願い申し上げます。

敬具
記

要望事項
　審査側のミスで減点されたレセプトは、医療機関に再請求させるのではなく、
審査側と保険者側で調整の上、速やかに復活するようにして下さい。

岩手県保険医協会
第45回定期総会

日時： 2022年6月19日㈰　
 10時30分 ～11時30分
会場： ホテルニューカリーナ
　 （盛岡市菜園2-7）

※新型コロナウイルス感染対策のため、総会
　議事のみとさせていただきます。

　5月下旬に会員の先生方に総会案内はがきを
お送りしております。お返事よろしくお願い
します

1．2021年度活動報告の件
2．2021年度決算報告ならびに会計監査報告
3．第22期役員選挙
4．2022年度活動計画の件
5．2022年度予算の決定の件

　● 議 事 ●

に・
震
災
直
後
は
国
保
で
し
た

が
４
年
後
に
就
職
し
た
ら
社

保
に
な
り
、
家
族
７
人
分
の

保
険
は
大
変
だ
っ
た
。
保
険

の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
免
除

が
あ
れ
ば
、
こ
の
10
年
生
活

し
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す

い
つ
ま
で
通
院
で
き
る
か

不
安 

―

・
窓
口
負
担
の
免
除
が
打
ち

切
ら
れ
、
覚
悟
は
し
て
い
た

も
の
の
か
な
り
大
変
。
ひ
た

す
ら
辛
抱
。
で
も
い
つ
ま
で

通
院
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い

免
除
へ
の
感
謝
・
他 

―

・
何
を
言
っ
て
も
被
災
者
だ

け
特
別
、
と
言
わ
れ
て
も
や

は
り
医
療
費
の
免
除
は
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す

・
交
通
手
段
を
考
え
て
行
動

し
て
い
る
。
買
い
物
で
も
控

え
て
い
る
。
Ｒ
３
年
の
12
月

31
日
ま
で
免
除
証
明
書
で
と

て
も
助
か
り
ま
し
た

速
や
か
な
復
活
を
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参議院選挙候補予定者アンケート結果
　当会では、7月に投開票が行われる見通しの参議院選挙に先立ち、岩手県選出の候補予定者に5月13日に
アンケートを送付しました（５月２３日締切り。５月２７日まで延長）。投票の際の参考にしていただければ
幸いです。（左から回答順）

松　田　隆　嗣　氏 木戸口　英　司　氏 広瀬めぐみ　氏
（48歳・NHK 党・新） （58歳・立憲民主党・現） （55歳・自民党・新）

　　　　　　政府は今年 10月から、一定
以上の所得のある75歳以上の医療費窓口
負担を1割から2割と２倍化することとし
ています。後期高齢者の医療費の窓口負担
を増やすことについてどのようにお考えで
すか。

　寧ろ４割まで増やして、若年層の医療費負
担を減らすべき。

　政府がコロナ禍の中で行う一定年収以上の
後期高齢者の医療費窓口負担割合の引き上げ
は、受診抑制に拍車をかけ、症状の重篤化
を招くおそれがあります。コロナ禍の中では
医療費窓口負担割合を引き上げるべきではな
く、撤回すべきです。

　　　　　　新型コロナウイルス感染
拡大に伴う受診控えで医療機関は一
昨年から減収が続いています。4月の
診療報酬改定でコロナに関連する点
数が抑えられたこともあり、経営が
厳しくなったという声も聞かれます。
地域医療を守るため、実質的な減収を補填
する財政支援を第一線医療を担う開業医
師・歯科医師に行うことについて、どのよ
うにお考えですか。財政支援の方法につい
てもお考えがあればお願いします。

　新型コロナに対しての点数を再考するか、
分類自体の再考を行い、 通常医療を一刻も早
く復活させるべき。

　新型コロナウイルス感染拡大に伴う受診控
えは、まだ続いており、特に地域の医療機関
の経営状況は極めて厳しい状況にあります。
今年４月に公表した「生活安全保障のための
緊急経済対策」で収入の減った全ての医療機
関・介護施設に財政支援を行うことを提案し
ています。

　　　　　　少子化が進み、現在、県
内で分娩を扱う医療機関は 22 施設
で、2008 年 度 の 45 施 設 か ら 半 減 し
ています。県内の 9医療圏のうち、盛
岡には 10 施設ありますが、二戸、久
慈、気仙で各 1施設と偏りもあります。
　安心してお産ができる環境がなければ、
地元から離れるか、子どもを諦めるかの選
択を迫られ、さらに少子化が進みます。地
域のお産をどのように守っていけば良いと
お考えですか。

　産婦人科、小児科に対しての点数を上げる。
　また、産婦人科医、小児科医に対してのイ
ンセンティブ向上（例：所得税減免等） を行
い、稼げるジャンルにすることが急務。

　分娩取り扱い機関が減れば、若い世代はそ
のような地域に住まなくなり、過疎化の歯止
めがかからなくなります。
　都市部以外でも安心して出産・子育てでき
るよう、公立・公的医療機関の再生や存続な
どにより、産婦人科や小児科をしっかりと確
保すべきです。

　　　　　　コロナ禍で地域医療構想も見
直しを求められていますが、公的病院の病
床数の現状と今後の病床数について、どの
ようにお考えですか。

　ワクチン摂取、経口薬も開発されてきてお
り、感染→即入院にならないような フロー
の構築を全国的に再構築が必要。
　改めて、重症化率や、基礎疾患との因果関
係を公開し、地域単位での判定ができるよう
にすべき。

　コロナ禍の中で行うべきは、病床削減では
なく、病床確保です。公立・公的医療機関を
狙い打ちにした再検証対象医療機関のリスト
を撤回しないまま、自主的な病床削減等を行
う医療機関に対して財政支援を実施する「病
床機能再編支援事業」は中止すべきです。
　地域医療構想について、新型コロナウイル
ス感染症のまん延により生じた医療提供体制
に関する課題を十分に踏まえた見直しが適切
に行われるよう、地域での病床の機能の分化
や連携の推進のあり方について検討し、必要
な措置を講じるべきです。

　　　　　　コロナ禍で長年にわたる政府
の医療費抑制・病床削減・医師養成制限、
保健所機能の縮小政策による日本の医療体
制の脆弱性が浮き彫りになりました。これ
からの日本の医療体制と医師不足の解消に
ついてお考えをお聞かせください。

　質問１でも答えたが、単純に人口比率に応
じて自己負担比率を見直すべき。 　生命保
険や、自動車任意保険でもそうだが、リスク
が高い＝保険料は高い。で、あれば高齢者に
なればなるほど、負担率を上げるべきだと考
える。
　そもそも論になるが、労働生産性が無い世
代を優遇することはおかしい。
　また、医療過誤に対してのリスク低減を真
剣に議論すべきであり、 折角の志を、不運な
医療過誤でへし折るべきではない。
　勿論、コンプライアンスと両立あってのこ
とであると考えます。

　新型コロナウイルス感染症のまん延により
生じた医療提供体制の課題も十分に踏まえ、
地域の医療提供施設相互間の機能の分担と業
務の連携、医師の地域間および診療科間の偏
在の是正等に関する調整のあり方、新たな感
染症のまん延時等の医療提供施設に対する財
政上の支援や医療従事者の適切な処遇のあり
方などについて検討し、必要な措置を講じる
べきです。
　また、医師不足対策に取り組む自治体への
財政支援の拡充、医療従事者の長時間労働の
是正、女性医療従事者の就業継続・再就業支
援などにより医師・看護師を確保すべきです。
　さらに、人手不足の保健所について、職員
の増員や非正規職員の正規化などを行うべき
です。今後の新たな感染症のまん延に備え、
恒常的に職員の適正配置を進めるとともに、
著しく減少した保健所を大幅に増設すべきで
す。

質問１

質問２

質問３

質問４

質問５

　

回
答
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

木戸口英司議員は「保険で良い歯科署名」の紹介議員になっていただきました。
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「
ノ
イ
ラ
ー
ト
の
船
」

　
「
被
災
地
の
現
状
と
課
題
」

に
戻
る
。
被
災
地
の
医
療
機

関
は
大
体
は
旧
に
復
し
た
も

の
の
、
医
師
不
足
と
い
う
地

域
性
は
相
変
わ
ら
ず
だ
。
こ

の
現
状
に
コ
ロ
ナ
禍
が
襲
っ

て
き
た
。
大
震
災
に
比
肩
す

る
と
い
う
人
も
い
る
し
、
準

有
事
と
呼
ぶ
こ
と
も
多
く

な
っ
た
が
、
こ
れ
は
全
国
的

と
い
う
か
世
界
中
の
こ
と

だ
。
人
口
流
出
も
全
県
的
に

起
こ
っ
て
い
る
。
２
０
１
１

年
３
月
と
20
年
12
月
の
比
較

だ
が
、
岩
手
県
全
体
で
は
８
・

８
％
、
沿
岸
部
（
す
な
わ
ち

被
災
地
）
で
は
16
・
５
％
の

人
口
減
少
だ
。
大
震
災
が
起

き
な
く
て
も
早
晩
生
じ
た
現

象
で
、
ほ
ん
の
数
年
早
ま
っ

た
だ
け
だ
。
土
地
の
か
さ
上

げ
、
道
路
網
の
整
備
、
堤
防

敷
設
等
の
こ
れ
で
も
か
と
い

う
イ
ン
フ
ラ
を
見
る
と
、
人

口
減
少
へ
の
対
応
を
本
気
で

考
え
て
い
る
の
か
と
す
ら
思

う
。「
被
災
地
の
復
興
を
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
通
し
て
世
界
に
発

信
す
る
」
と
い
う
が
、
現
地

の
身
の
丈
を
考
慮
し
分
相
応

に
や
っ
て
ほ
し
い
。
イ
ン
フ

ラ
の
管
理
・
維
持
と
い
う
負

担
は
の
ち
の
ち
住
民
の
肩
に

か
か
っ
て
く
る
の
だ
か
ら
。

　
政
治
家
の
心
底
を
想
像
す

る
に
、
人
口
が
減
少
し
国
の

経
済
規
模
が
縮
小
し
て
い
く

中
、
イ
ン
フ
ラ
は
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
さ
せ
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
筈
。
不
人
気
を

恐
れ
て
黙
っ
て
い
る
だ
け
。

だ
か
ら
決
し
て
あ
る
一
定
以

上
の
こ
と
は
や
り
そ
う
で
や

ら
な
い
、
つ
ま
り
永
遠
の
課

題
と
し
て
残
す
。「
ノ
イ
ラ
ー

ト
の
船
」
と
い
う
比
喩
を
つ

き
つ
け
ら
れ
る
と
妙
に
納
得

で
き
る
。
大
海
に
出
て
い
っ

た
船
の
中
で
船
底
に
穴
が
開

い
て
水
が
漏
れ
て
き
た
ら
、

航
海
を
し
な
が
ら
で
も
水
漏

れ
を
有
り
合
わ
せ
の
も
の
で

何
と
か
し
の
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
。

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
直
面

す
る
難
題
は
、
問
題
と
課
題

と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
題
と
い
う
の
は
、
解
決
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
、
除

去
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
課
題
と
い
う
の
は
、

除
去
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

取
り
組
む
こ
と
自
体
に
意
味

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る（
こ

の
辺
り
、
鷲
田
清
一
に
よ
る

と
こ
ろ
大
）。

原
理
・
原
則
と
い
う
こ
と

　
当
会
で
は
一
部
負
担
金
免

除
の
継
続
・
復
活
を
要
路
に

要
請
し
世
論
に
訴
え
続
け
て

い
る
。

　
瀧
本
哲
史
（
起
業
・
投
資

教
育
家
）
に
よ
れ
ば
（
彼
だ

け
で
は
な
い
が
）、
日
本
は
か

な
り
以
前
か
ら
ア
フ
リ
カ
の

何
カ
国
か
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府

開
発
援
助
）
で
支
援
を
続
け

て
い
る
が
、
そ
う
い
う
国
は

な
か
な
か
自
立
し
な
い
。
日

本
の
地
方
も
同
じ
で
、
お
金

に
困
っ
て
い
る
住
民
が
た
く

さ
ん
い
た
ほ
う
が
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

や
国
か
ら
の
援
助
が
入
り
続

け
る
か
ら
だ
と
の
こ
と
。
分

析
と
し
て
確
か
に
正
し
い
面

も
あ
る
が
、
こ
う
い
う
発
想

し
か
し
な
い
こ
と
が
「
免
除

は
も
う
廃
止
す
べ
き
だ
」
と

平
気
で
言
わ
せ
る
。
被
災
地

の
首
長
達
も
、
免
除
継
続
を

対
象
者
以
外
の
住
民
に
訴
え

る
よ
り
は
、
廃
止
し
て
密
か

に
別
の
支
援
策
を
考
え
る
方

が
、票
集
め
の
た
め
に
は
手
っ

取
り
早
い
の
だ
ろ
う
。

　
長
谷
部
恭
男
（
憲
法
学
者
）

の
著
作
を
参
考
に
記
す
。
国

民
全
体
の
中
長
期
的
な
利
益

に
か
な
う
政
策
は
何
か
、
全

て
の
国
民
が
社
会
生
活
の
メ

リ
ッ
ト
を
公
平
に
格
差
な
く

享
受
し
得
る
国
家
は
ど
う
し

た
ら
実
現
で
き
る
の
か
、
と  

ま
ず
考
え
る
の
が
原
理
原
則

で
は
な
い
の
か
。
政
治
家
も

役
人
も
国
民
も
が
、
出
世
と

保
身
、
利
得
と
栄
達
の
み
の

た
め
に
行
動
し
て
い
る
の
は
、

オ
リ
・
パ
ラ
の
強
行
開
催
や

公
文
書
改
ざ
ん
な
ど
に
典
型

例
を
見
る
。
各
自
が
自
助
努

力
で
自
分
を
守
る
し
か
な
い

と
、
虚
無
的
な
い
し
世
紀
末

的
に
な
り
が
ち
な
の
が
最
近

の
世
相
で
あ
り
、
権
力
の
座

に
あ
る
人
々
ま
で
が
そ
う
い

う
思
想
に
支
配
さ
れ
る
と
、

現
実
の
政
治
も
そ
う
な
る
。

政
治
に
必
要
な
の
は
、
裏
工

作
や
根
回
し
以
前
に
、
政
策

や
原
則
の
論
争
で
あ
り
、真
っ

当
な
政
治
を
支
持
す
る
国
民

で
あ
る
。

　
　
大
阪
保
険
医
雑
誌
よ
り
転
載

 

有
事
と
平
時
の
間
で

連

載―
東
日
本
大
震
災
被
災
の

　
　
傍
観
者
の
心
に
去
来
す
る
こ
と
―

岩
手
県
保
険
医
協
会
会
長
　
南
　
部
　
淑
　
文

４
回

は
罰
金
刑
が
30
万
円
以
下
か

ら
１
億
円
以
下
と
大
幅
に
引

き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
不
正
提
供
の
場
合
、
法
人

等
の
罰
金
刑
が
50
万
円
以
下

か
ら
１
億
円
以
下
へ
と
厳
罰

化
さ
れ
ま
し
た
。

　
個
人
情
報
保
護
員
会
へ
の

虚
偽
報
告
等
も
30
万
円
以
下

か
ら
50
万
円
以
下
と
な
り
、

罰
金
刑
の
最
高
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン

を
使
っ
て
の
会
議
や
面
談
な

ど
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
医
療

機
関
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
対

策
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期

的
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
い
、

怪
し
い
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ

イ
ル
や
リ
ン
ク
は
開
か
な
い

な
ど
の
基
本
か
ら
院
内
で
共

有
し
、
対
策
を
お
こ
な
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
２
０
０
５
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た「
個
人
情
報
保
護
法
」。

３
年
ご
と
に
見
直
し
が
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
今
年
４
月

に
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が

厳
格
化
、
漏
洩
時
に
は
通
知

す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
、

厳
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

事
業
者
の
義
務

　

①
「
要
配
慮
個
人
情
報
」

の
漏
洩
の
場
合
、②
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
情
報
な
ど
、
財

産
的
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
、
③
不
正
ア
ク

セ
ス
、
内
部
関
係
者
に
よ
る

不
正
行
為
な
ど
の
場
合
、
④

１
０
０
０
件
以
上
を
超
え
る

漏
洩
の
場
合
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
、
改
正
前
は

努
力
義
務
だ
っ
た
、
個
人
情

報
漏
洩
時
の
個
人
情
報
保
護

委
員
会
へ
の
報
告
や
本
人
通

知
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
は
速
報
と
し
て
３
〜
５

日
以
内
、
確
報
と
し
て
30
日

以
内
（
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど

の
場
合
は
60
日
以
内
）
の
２

段
階
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
情
報

漏
洩
の
「
恐
れ
」
が
あ
る
場

合
も
報
告
と
通
知
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
最
近
、
医
療
機
関
が
サ
イ

バ
ー
攻
撃
に
遭
う
こ
と
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
小
病

院
、都
会・地
方
病
院
問
わ
ず
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
隙
を
狙
っ

て
の
攻
撃
が
増
え
て
い
ま
す
。

院
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
対
策
な
ど
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
内
部
か

ら
の
漏
洩
の
恐
れ
や
メ
ー
ル
、

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
誤
送
信
に

よ
る
漏
洩
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。

罰
金
刑
の
引
き
上
げ

　
個
人
情
報
保
護
委
員
会
か

ら
の
命
令
違
反
の
場
合
、
罰

金
刑
が
30
万
円
以
下
か
ら
１

０
０
万
円
以
下
に
引
き
上
げ
、

懲
役
刑
が
６
ヵ
月
以
内
か
ら

１
年
以
内
に
、
法
人
の
場
合

今
年
４
月
か
ら

漏
洩
時
は
本
人
に
通
知
・
罰
金
刑
の
引
き
上
げ

個
人
情
報
保
護
法
改
正

　
本
書
は
、
令
和
４
年
２
月

に
、
医
歯
薬
出
版
よ
り
発
刊

さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
角

保
徳
先
生
で
、
保
険
医
協
会

で
も
何
度
か
講
演
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
て
、
口
腔
ケ
ア

専
用
ジ
ェ
ル
「
お
口
を
洗
う

ジ
ェ
ル
」
の
開
発
者
で
、「
水

を
使
わ
な
い
口
腔
ケ
ア
」
を

普
及
さ
せ
た
功
労
者
で
も
あ

る
。

　
本
書
で
は
、
著
者
が
独
自

に
開
発
し
た
口
腔
ケ
ア
用
吸

引
管
と
吸
引
装
置
を
組
み
合

わ
せ
た
、
よ
り
進
化
し
た
口

腔
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
丁
寧
に

解
説
し
て
い
る
。

　
私
事
に
な
る
が
、
一
昨
年

に
母
を
亡
く
し
た
折
、
脳
出

血
、
認
知
症
で
要
介
護
５
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
し
ば
ら

く
施
設
に
出
向
い
て
、
口
腔

ケ
ア
を
し
て
い
た
。
そ
の
際
、

「
お
口
を
洗
う
ジ
ェ
ル
」
に

安心・安全・簡単！
水を使わない口腔ケア

角　　保 徳　編著

書 

評

は
、
助
け
ら
れ
た
。
胃
瘻
栄

養
に
な
っ
て
も
、
生
来
の
口

呼
吸
の
た
め
か
、
乾
燥
し
た

痰
や
剥
離
上
皮
が
舌
や
口
蓋

に
固
ま
り
、
除
去
に
苦
労
し

て
い
た
。
当
時
は
、
既
存
の

吸
引
管
で
は
使
い
に
く
く
、

ス
ポ
ン
ジ
や
ピ
ン
セ
ッ
ト
で

取
り
除
く
こ
と
が
多
か
っ

た
。
専
用
の
、
口
腔
ケ
ア
用

吸
引
管
は
待
望
の
ア
イ
テ
ム

で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
歯
科
医
師
、

歯
科
衛
生
士
が
施
設
に
出
向

い
て
の
、
時
間
を
と
っ
た
口

腔
ケ
ア
の
指
導
が
し
に
く
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
み
ら
れ
る
動
画
が

付
い
て
い
て
、
介
護
者
だ
け

で
も
手
法
が
学
べ
る
の
は
、

と
て
も
よ
い
と
思
う
。

　
介
護
を
す
る
側
、
介
護
を

受
け
る
側
の
両
者
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
、
本
書
の
口
腔

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
切

に
望
む
も
の
で
あ
る
。

愛
知
県
刈
谷
市

　「
か
き
つ
ば
た
歯
科
」
開
業

愛
知
県
保
険
医
協
会
歯
科
部
員

三
　
浦
　
正
　
典

　
①
の
「
要
配
慮
個
人
情
報
」

と
は
、
人
種
、
信
条
、
社
会

的
身
分
、
病
歴
、
犯
罪
の
経

歴
な
ど
に
当
た
る
た
め
、
万

が
一
、
医
療
機
関
で
情
報
漏

洩
が
あ
っ
た
場
合
、
個
人
情

報
保
護
委
員
会
へ
の
報
告
と

患
者
さ
ん
本
人
に
通
知
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。出版：医歯薬出版株式会社

価格：6,600円（税込）
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常
任
理
事
会
だ
よ
り 

4
月

【
日
　
時
】

　
　
２
０
２
２
年

　
　
　
4
月
19
日
㈫

　
19
：
30
〜
20
：
47

【
場
　
所
】

　

 

ア
イ
ー
ナ
会
議
室
８
０
１

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

14
名

１
、 

保
団
連
専
門
部
員
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

２
、 

保
団
連
代
議
員
会
の
対
応

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た

３
、 

岩
手
日
報
に
折
り
込
み
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た

４
、 

ゼ
ロ
の
会
「
オ
ン
ラ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
」
企
画
に
景
品

を
用
意
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た

５
、 

福
島
県
沖
地
震
被
害
の
見

舞
金
を
予
備
費
か
ら
執
行

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た

６
、 「
従
業
員
休
業
」
調
査
結
果

を
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た

宮
古
市
大
通
２
―
４
―
13

℡
０
１
９
３
―
７
７
―
３
２
７
７

営
業
時
間
　

ラ
ン
チ
　
11
：
30
〜
14
：
00

デ
ィ
ナ
ー
　
17
：
30
〜
21
：
30

定
休
日
：
月
曜
日

で
す
。

　

ラ
ン
チ
は
サ
ラ
ダ
・
デ

ザ
ー
ト
・
ド
リ
ン
ク
付
き
の

ピ
ッ
ツ
ァ
セ
ッ
ト
と
パ
ス
タ

セ
ッ
ト
（
１
２
０
０
円
（
税

込
）
単
品
８
５
０
円
）。
そ

れ
ぞ
れ
５
種
類
あ
り
、迷
い

ま
し
た
が
、お
昼
１
時
過
ぎ

に
訪
問
し
た
せ
い
か
、エ
ビ

が
切
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、「
ベ
ー
コ
ン
と
３

で
厚
切
り
ベ
ー
コ
ン
と
黒
コ

シ
ョ
ウ
の
相
性
抜
群
で
す
。

生
地
に
チ
ー
ズ
が
し
み
込
ん

で
ジ
ュ
ー
シ
ー
。
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
が
、１
人
で

ペ
ロ
リ
と
食
べ
ら
れ
て
し
ま

う
美
味
し
さ
で
す
。

　
デ
ザ
ー
ト
は
ふ
わ
っ
ふ
わ

の
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
と
バ

ニ
ラ
ア
イ
ス
。
熱
々
の
ピ
ザ

か
ら
冷
た
い
デ
ザ
ー
ト
で
一

気
に
口
の
中
が
程
よ
い
甘

さ
で
幸
せ
に
満
た
さ
れ
ま
し

た
。
次
は
エ
ビ
の
入
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
味
わ
っ
て
み
た
い

で
す
。

279味処

宮古市

L'abbia ！
ラビッア

ピッツァセット
「ベーコンと３種チーズ」
（1200 円）

　

宮
古
駅
か
ら
徒
歩
９
分
。

大
通
に
あ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

種
チ
ー
ズ
」
の
ピ
ッ

ツ
ァ
セ
ッ
ト
を
注
文
。

　

サ
ラ
ダ
は
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
と
し
た
歯
ご
た

え
で
新
鮮
。
セ
ッ
ト
の

ド
リ
ン
ク
は
ホ
ッ
ト

ド
リ
ン
ク
に
し
た
と

こ
ろ
、セ
ル
フ
で
コ
ー

ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
が
お

代
わ
り
自
由
で
し
た
。

　
ピ
ザ
は
ク
リ
ス
ピ
ー

生
地
で
も
っ
ち
り
な
の

に
パ
リ
パ
リ
感
も
あ
り

ま
す
。
チ
ー
ズ
が
濃
厚

        

く
ど
う
　
れ
い
ん　
　

ス
ニ
ー
カ
ー
試
着
し
て
買
う
の
を
や
め
る

行
き
た
い
と
こ
ろ
は
裸
足
で
行
こ
う

煙
突
が
あ
れ
ば
煙
突
指
さ
し
て
二
歳
の  

こ
こ
ろ
に
発
見
ば
か
り

初
夏
と
画
像
検
索
す
れ
ば
画
面
じ
ゅ
う  

あ
ふ
れ
る
世
界
中
の
こ
も
れ
び

短
歌

最
終
回

社保だより

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

医
科初

・
再
診
料

Q　

新
設
の
外
来
感
染
対
策

向
上
加
算
の
届
出
添
付
書

類
に
つ
い
て
、
３
の
「
連

携
保
険
医
療
機
関
名
又
は

地
域
の
医
師
会
」
と
あ
る

が
、
盛
岡
市
保
健
所
も
該

当
す
る
か
。
ま
た
、
何
を

も
っ
て
連
携
し
て
い
る
と

い
う
の
か
。

A　

盛
岡
市
保
健
所
は
該
当

し
ま
せ
ん
。
連
携
と
は
、

施
設
基
準
に
あ
る
「
感
染

対
策
向
上
加
算
１
の
届
出

医
療
機
関
又
は
地
域
の
医

師
会
が
定
期
的
に
主
催
す

る
院
内
感
染
対
策
に
関
す

る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参

加
す
る
」
こ
と
と
解
釈
さ

れ
ま
す
。（
東
北
厚
生
局

岩
手
事
務
所
よ
り
）

Q　

連
携
強
化
加
算
に
つ
い

て
、「
感
染
対
策
向
上
加

算
１
を
算
定
す
る
他
の
医

療
機
関
に
対
し
…
感
染
症

の
発
生
状
況
等
に
つ
い
て

報
告
を
行
っ
て
い
る
場
合

に
算
定
で
き
る
」
と
あ
る

が
、
報
告
は
コ
ロ
ナ
発
生

届
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ

－

Ｓ
Ｙ
Ｓ
）

で
よ
い
か
。

A　

Ｈ
Ｅ
Ｒ

－

Ｓ
Ｙ
Ｓ
は
該

当
し
ま
せ
ん
。（
東
北
厚

生
局
岩
手
事
務
所
よ
り
）

医
学
管
理

Q　
診
療
情
報
提
供
料（
Ⅰ
）

で
新
た
に
学
校
医
等
に
対

し
て
必
要
な
情
報
を
提
供

し
た
場
合
に
算
定
可
能
と

な
っ
た
が
、
患
者
が
持
参

す
る
「
学
校
生
活
管
理
指

導
表
」
が
学
校
名
や
学
校

医
を
記
入
す
る
欄
の
な
い

旧
様
式
だ
っ
た
場
合
、
旧

様
式
は
使
用
で
き
る
か
。

A　

使
用
は
可
能
で
す
が
、

表
の
右
上
の
空
欄
に
学
校

名
と
学
校
医
名
を
記
入
す

る
よ
う
、
学
校
や
保
護
者

に
連
絡
し
て
記
入
す
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。（
県

医
師
会
よ
り
）

Q　

新
設
さ
れ
た
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
免
疫
療
法
治

療
管
理
料
は
電
話
診
療
も

算
定
可
能
か
。

A　

本
管
理
料
に
情
報
通
信

機
器
を
用
い
た
場
合
の
規

定
が
な
い
た
め
算
定
で
き

な
い
と
考
え
ま
す
。（
国

保
連
よ
り
）

Q　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
免

疫
療
法
治
療
管
理
料
に
つ

い
て
、
①
初
回
の
処
方
時

に
レ
セ
プ
ト
の
コ
メ
ン
ト

は
必
要
か
。
②
他
院
か
ら

の
継
続
治
療
の
場
合
、
レ

セ
プ
ト
の
コ
メ
ン
ト
は
必

要
か
。

A　

①
初
回
の
算
定
年
月
日

を
記
載
し
ま
す
。
②
不
要

で
す
。

在
宅
医
療

Q　

在
医
総
管
を
算
定
し
て

い
る
患
者
で
膀
胱
瘻
の
カ

テ
ー
テ
ル
交
換
を
し
た
場

合
、
手
技
料
な
ど
は
算
定

可
能
か
。

A　

通
知
で
「
尿
路
ス
ト
ー

マ
カ
テ
ー
テ
ル
交
換
法

（
１
０
０
点
）
は
膀
胱
瘻

や
腎
瘻
の
場
合
も
算
定
で

き
る
」
こ
と
と
、
本
処
置

料
は
在
医
総
管
に
含
ま
れ

る
項
目
で
は
な
い
こ
と
か

ら
１
０
０
点
が
算
定
可
能

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た

カ
テ
ー
テ
ル
も
在
宅
医
療

の
部
の
特
定
保
険
医
療
材

料
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
材
料
料
も
算
定
可

能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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　５月号で既報の「新型コロナウイルス感染症
による『従業員休業』調査結果」について、4月
27日にプレスリリースしたところ、5月11日
のNHKのニュースとラジオで「開業医の半数で
“コロナ欠勤 ”子どもの学級閉鎖などが原因」と
放送されました。
　ご協力いただきました先生方ありがとうござい
ました。

コロナによる
「従業員休業」調査結果
ＮＨＫニュースで放送


